
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
誕
生
で
世

界
中
が
大
統
領
の
強
引
な
振
る
舞

い
に
踊
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材

価
格
の
高
騰
、
落
ち
着
き
の
な
い

為
替
と
金
利
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

急
回
復
や
割
安
感
の
あ
る
日
本
の

不
動
産
へ
の
外
資
流
入
…
。
様
々

な
要
因
が
絡
ま
り
イ
ン
フ
レ
圧
力

は
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。
賃
金

も
大
幅
に
上
が
っ
た
と
は
い
え
、

物
価
の
上
昇
に
は
追
い
つ
か
ず
、

賃
料
相
場
も
ま
だ
ら
模
様
。
不
確

実
な
時
代
に
流
れ
込
ん
だ
と
い
う

の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
先
も
人
口
減
少

や
環
境
問
題
、
技
術
革
新
の
波
な

ど
、
賃
貸
住
宅
経
営
環
境
は
激
変

続
き
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は

「
変
化
す
る
賃
貸
経
営
と
押
さ
え

る
べ
き
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
～
知
識

で
差
が
つ
く
オ
ー
ナ
ー
業
の
未

来
」
が
テ
ー
マ
。
賃
貸
経
営
上
必

須
で
気
に
な
る
情
報
の
提
供
で
激

変
す
る
社
会
に
対
応
し
「
勝
ち

組
」
へ
の
背
中
を
押
し
ま
す
。

内
容
も
各
会
場
充
実

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
６
府
県

支
部
で
も
10
月
12
日
か
ら
11
月
27

日
に
か
け
相
次
ぎ
開
催
（
上
図
参

照
）。
各
支
部
独
自
の
講
演
や
相
談

会
、
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
目
白
押
し

で
す
。（
詳
細
の

確
認
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。
関
連
記

事
３
、
６
面
に
）

日
管
協
が
30
周
年

「
業
界
お
こ
し
」を

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会

（
塩
見
紀
昭
会
長
）
は
今
年
、

１
９
９
５
年
の
協
会
設
立
か
ら

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
６
月

10
日
に
東
京
・
港
区
の
明
治
記

念
館
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催
、

次
の
40
周
年
、
50
周
年
を
見
越

し
て
、
賃
貸
住
宅
管
理
業
界
の

基
幹
団
体
と
し
て
の
地
位
確
立

に
向
け
た
基
盤
強
化
と
賃
貸
管

理
業
全
体
の
向
上
・
発
展
を
先

導
し
、
そ
の
道
筋
を
確
か
な
も

の
に
す
る
と
の
決
意
を
示
し
ま

し
た
。（
関
連
記
事
２
面
に
）

　

式
典
で
日
管
協
は
、
節
目
の

30
周
年
に
向
け
て
、
１
年
を
か

け
て
熟
慮
・
設
定
し
た
次
代
の

賃
貸
住
宅
管
理
業
の
「
パ
ー
パ

ス
」
と
も
な
る
「
コ
ン
セ
プ
ト

ワ
ー
ド
『
快
適
な
暮
ら
し
心
地

を
つ
く
る
。』」を
披
露
・
発
信
。

会
員
の
一
層
の
増
強
を
軸
に
し

た
業
界
団
体
と
し
て
の
活
動
基

盤
の
強
化
と
盤
石
化
を
図
り
な

が
ら
、
情
報
化
や
効
率
・
省
力

化
な
ど
の
推
進
に
よ
る
個
別
業

態
の
高
度
化
支
援
な
ど
に
取
り

組
み
、
人
口
減
少
時
代
の
〝
業

界
お
こ
し
〟
を
先
導
し
て
い
き

ま
す
。
労
働
力
不
足
下
で
の
人

材
確
保
を
見
据
え
た
若
年
層
へ

の
ア
ピ
ー
ル
も
強
化
し
、「
人

財
囲
い
込
み
」
も
具
体
化
す
る

方
針
で
す
。

　

毎
秋
恒
例
の
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
（
日
管
協
）
主
催
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」。
オ
ー
ナ
ー
・
入
居
者
・
賃
貸
管
理
会
社
か
ら
自
治
体
ま

で
賃
貸
管
理
に
関
連
す
る
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
役
立
つ
通
称
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
今
年
も
９
月
20
日
～
11
月
27
日
の
約
２
カ
月

に
わ
た
り
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
「
住
生
活
月
間
」
の
協
賛
行
事
。
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
賃

貸
住
宅
管
理
業
法
）
の
本
格
施
行
か
ら
早
や
４
年
。
賃
貸
管
理
業
が
主
要
産
業
に
位
置
付
け
ら
れ
、
業
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
産
業
と
し
て
の
管
理

業
」
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
発
展
さ
せ
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
賃
貸
住
宅
経
営
を
取
り
巻
く
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
提
示
・

解
説
し
オ
ー
ナ
ー
業
と
管
理
業
の
革
新
へ
の
道
を
示
し
ま
す
。
快
適
な
暮
ら
し
心
地
を
つ
く
る
―
―
そ
の
主
役
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

●
今
秋
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
知
識
に
差
を
つ
け
よ
う  

●
30
周
年
を
迎
え
、業
容
を
よ
り
深
化

日管協「住環境向上セミナー」各地で開催
不確実な
時 代 を生き抜き「快適な暮らし心地をつくる」

（※

写
真
は
昨
年
の
各
セ
ミ
ナ
ー
会
場
）

近畿６府県支部は10月18日～11月27日に (本部フォーラムは11月11日)

京都府支部
10月25日
14:00～16:30
京都経済センター

兵庫県支部
10月25日
15:00～17:00
灘区文化センター

和歌山県支部
10月25日
10:00～12:00

和歌山JAビル「和ホール」

滋賀県支部
10月26日
13:30～16:30

草津市立市民交流プラザ

奈良県支部
10月18日
13:00～16:00
ホテル日航奈良

日管協フォーラム2025
明治記念館
11月11日

大阪府支部
11月26、27日
10:00～17:00

インテックス大阪「フェア出展」 東京

熱量あふれる30周年会場

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●兵 庫 県 支 部
●滋 賀 県 支 部
●和 歌 山 県 支 部
●奈 良 県 支 部

令和７年（2025年）
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　「管理業法施行で
管理業者登録が必
須となったのを機
にグループ全体で
役割を見直し、当

社が登録管理業者として責任を持って
管理業務に対応する体制にしました」
と柳さん。商圏は明石市から大阪北摂
エリアまでと広く、「ＢＭ（ビルマネジ
メント）を含むＰＭ（プロパティマネ
ジメント）業務を軸に、13 店舗の仲介
ネットワークで入居者の声が現場にす
ぐ届くからこそトラブルの芽を早期に
摘みとり迅速な改善が可能。これが現
場主導の管理の強みとなっています」。
保険対応や原状回復、リユース事業な
どの関連サービスもグループ内でワン
ストップ提供。原状回復に関しては、
従来のクロス張り替えに代わるクロス
再生洗浄を推進し、工期短縮や費用削
減を具体化。「古くなったから家賃を下
げるのではなく、グループのリフォー

ム部門と連携し、物件の価値を再生・
維持することが私たちの腕の見せどこ
ろです」と自負します。
　ＤＸ化も推進。オーナー・入居者向
けに専用アプリを導入し、電子契約や
チャット履歴の社内共有などで対応の
効率化と透明性を実現。「入居時の室
内状況を記録することで退去時トラブ
ルを回避でき、オーナー様の負担軽減
と信頼性向上につながります」
　一方で、日管協主催の研修会や交流
会への積極的な参加、賃貸住宅メンテ
ナンス主任者や相続支援コンサルタン
トなど現場に直結する資格取得にも注
力する方針。「最低限の知識があれば、
入居者やオーナー様により質の高い提
案ができる。現場で動ける人材を増や
し、信頼される管理体制を築いていき
ます」と意気込みを語りました。
　「私たちの企業理念は“Customers 
First（お客様ファースト）”。『お客様
の未来に本当に役立つサービスや価値
を創造し続ける』という強い決意を込
めています」。誠実姿勢で歩を進めます。

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

　「３年前に出会
った日管協理事の
池谷義明さん（ワ
イ・アイコンサル
ティング合同会社

代表）からの紹介が入会のきっかけ
でした。一昨年・昨年と日管協フォー
ラムに一般参加し入会を決意。ＴＡＫ
ＵＴＯさん、長栄さんのご推薦もあ
り、無事に特別会員として迎えていた
だいた。感謝のひと言です」
　川崎さんは９年前、２代目社長とし
て同社の舵取りを任されました。就任
直後から他県エリア進出に取り組み
「関東 ･ 東海 ･ 九州でフランチャイズ
展開し、就任前 8000 万円だった売上
げを５億円規模に」と６倍強もの業容
拡大に導き成長路線へ。「この業界は
しっかりやれば必ず伸びます」と断
言。「原因を突き止め、根本から解決
するのがプロの仕事」と胸を張りなが
ら、自身も現場に立つ「現場歴社内

最長者」。従業員にとっても技術指導
や応用・対応すべてで頼れる存在で
す。24 時間年中無休は「社員ととも
に独立を支援した 10 社の協力」が支
え、それは“グループ内完結型”シス
テムとなり、コスト削減と柔軟な対応
力の両立を可能にするといいます。
　一方で、「施工時に不可欠な高圧洗
浄用のホースやノズルの製造・修理・
販売までも手がけています。現場で
の即応性とコストの最適化を両立。ト
ータルソリューションとして提供して
ます」と話す通り、主に分譲系管理
会社からの依頼が多い点にも強みが
あります。なので「今後は？」の問い
にズバリ「賃貸物件にも積極的に携
わりたい」と川崎さん。「多くの日管
協会員との接点を持ち強みを知っても
らう」
　『創意は無限なり』。「道具に頼るだ
けでなく、応用力と柔軟な発想で挑
戦を続ける。その精神が成長を支え
ていく。創業以来大切にしてきた理念
です」と締めくくりました。

｢無限の創意｣湧出で
｢水守り｣役を極める

　日管協大阪府支部に特別会員として新たに加わったのが、大阪・摂津市に本
社を構える大喜工業さん。貯水槽や排水管の清掃・緊急対応など、建物の“水回
りの守り手”として24時間体制のサービスを提供しています。同社の代表取締役・
川崎晶弘さんに、入会の経緯や事業のこだわりなどをうかがいにお邪魔しました。

大喜工業
代表取締役

川崎 晶弘さん

　

当
日
は
、
同
時
開
催
の
会
員

総
会
と
合
わ
せ
て
計
４
５
０
社

７
０
０
人
超
も
の
会
員
ら
関
係

者
が
集
い
ま
し
た
。
祝
賀
会
に

は
吉
井
章
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
や
前
原
誠
司
元
国
土
交
通
大

臣
、
友
好
団
体
ト
ッ
プ
な
ど
来

賓
も
多
数
出
席
し
、
盛
会
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

日
管
協
で
は
、
30
周
年
を
記

念
し
た
ロ
ゴ
策
定
や
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
も
作
成
。
特
に
賃
貸
住
宅

管
理
業
法
と
の
関
係
や
、
周
辺

業
務
を
も
含
む
賃
貸
管
理
の
全

体
像
と
管
理
業
の
ト
レ
ン
ド
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
「
み
ん
な

の
賃
貸
管
理
ち
ゃ
ん
ね

る
」
で
賃
貸
管
理
の
実
像

を
発
信
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
強
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
一
般
消
費
者
に
「
よ

り
身
近
で
、
よ
り
安
心
で

き
る
信
頼
産
業
」
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
柱
と
な
る
の
が
約

１
年
を
か
け
て
設
定
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
『
快

適
な
暮
ら
し
心
地
を
つ
く

る
。』
で
す
。
次
代
の
賃

貸
管
理
業
は
、
オ
ー
ナ
ー
資
産

の
価
値
最
大
化
と
快
適
な
住
環

境
の
提
供
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
同
時
に
担
う
「
資
産
管
理

業
」
に
進
化
す
る
と
標
榜
し
て

い
ま
す
。

若
者
へ
訴
求
強
化

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
世
間

一
般
の
管
理
業
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
は
旧
態
依
然
の
ま
ま
だ
と

の
現
状
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
実

際
、
①
入
居
者
や
オ
ー
ナ
ー
か

ら
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
」

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
②
20

～
30
代
の
認
知
度
が
２
割
程
度

に
と
ど
ま
る
―
―
こ
と
か
ら
、

日
管
協
で
は
「
賃
貸
管
理
業
界

の
魅
力
発
信
や
イ
メ
ー
ジ
向
上

が
急
務
」
だ
と
し
、
今
後
の
採

用
や
離
職
率
低
下
な
ど
人
材
確

保
に
よ
る
会
員
の
経
営
力
強
化

も
見
据
え
な
が
ら
管
理
業
の
イ

メ
ー
ジ
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
コ

ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
を
設
定
し
ま

し
た
。

　
「
管
理
」
と
い
う
言
葉
が
持

つ
従
来
型
の
受
動
的
な
響
き
か

ら
脱
却
し
、「
快
適
さ
を
維
持

・
創
造
し
続
け
る
価
値
産
業
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
浸
透
を
目

指
す
―
―
。
30
周
年
を
機
に
、

良
質
な
資
産
形
成
を
通
じ
た
基

幹
産
業
へ
の
脱
皮
・
成
長
を
図

り
、
若
年
世
代
が
「
こ
の
業
界

で
働
き
た
い
」
と
思
え
る
魅
力

あ
る
産
業
体
づ
く
り
へ
の
先
導

役
を
日
管
協
が
果
た
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

設
立
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
が
６

月
10
日
に
東
京
・
港
区
の
明
治
記
念
館
で
開
催
し
た
記
念
式
典
で

塩
見
紀
昭
会
長
は
、
設
立
当
時
約
３
５
０
社
だ
っ
た
会
員
数
が
、

「
現
在
２
６
０
０
社
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
」
と
組
織
力
を
順

調
に
強
化
・
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
。
そ
の
う
え
で
、「
中

国
に
は
『
飲
水
思
源
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
井
戸
の
水
を
掘
っ

た
の
は
誰
か
と
い
う
意
味
で
、（
発
展
の
発
端
と
な
る
）
先
輩
諸

氏
の
努
力
に
感
謝
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
故
事
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
活
動
基
盤
を
さ
ら
に
磨
き
上

げ
、
政
治
・
経
済
・
社
会
各
方
面
に
影
響
力
を
持
っ
た
業
界
団
体

へ
の
成
長
を
目
指
し
て
「
よ
り
良
い
協
会
に
し
た
い
」
と
決
意
を

固
め
ま
し
た
。（
１
面
参
照
）

｢顧客ファースト｣で
｢未来の価値｣を創造

　神戸市中央区の不動産賃貸・売買仲介シティネットを基幹とするシティネットホール
ディングス（ＨＤ）はこのほど、日本賃貸住宅管理協会（日管協）会員登録会社をそれま
でのシティネットトラストから、グループで賃貸管理を担うジョイテックに移行しました。背
景や管理業務への姿勢について、同社管理事業部の柳武士部長に話を聞きました。

シティネットＨＤ
ジョイテック管理事業部長

柳 武士さん

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

魅
力
あ
る
基
幹
産
業
目
指
し

日
管
協
が「
先
導
役
」担
う

30
周
年
を
機
に「
決
意
」

盛況だった日管協総会・30周年祝賀会。写真上
から、混みあう受け付け。塩見会長も晴れやかに
あいさつ。協会活動功労者表彰受賞者が壇上に
ズラリ。長田修副会長の言葉で閉会
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合
同
総
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は

「
大
阪
・
関
西
万
博
（
開
催
期

間
）
の
真
っ
最
中
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
も
戻
り
大
阪
も
賑
わ
っ

て
い
る
。
来
年
に
は
Ｉ
Ｒ
（
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
も
動
き
出
し

さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
述
べ

る
一
方
、「
空
き
家
問
題
や
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
へ
の
対
応

も
あ
る
。
賃
貸
管
理
業
者
が
こ

れ
ら
課
題
に
い
か
に
向
き
合
い

取
り
組
ん
で
い
く
か
」
が
問
わ

れ
る
と
の
認
識
も
示
し
ま
し
た
。

　

太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
さ
ら
に

日
管
協
が
策
定
し
た
コ
ン
セ
プ

ト
ワ
ー
ド
『
快
適
な
暮
ら
し
心

地
を
つ
く
る
。』を
披
露
し
、「
賃

貸
管
理
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
一
環
。
若
い
層
へ
の
訴
求
で

（
賃
貸
管
理
業
の
イ
メ
ー
ジ
を

引
き
上
げ
、
将
来
の
働
き
手
と

し
て
業
界
を
担
う
）
人
材
を
育

ん
で
い
き
た
い
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
上
で
の
ア
ピ
ー
ル
に
力
を

入
れ
始
め
た
し
、
皆
さ
ん
の
会

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も

ど
ん
ど
ん
発
信
を
」
と
訴
え
か

け
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
の
淺
田
登
不
動
産
業
適
正
化

推
進
官
が
続
け
て
来
賓
と
し
て

あ
い
さ
つ
し
、「
来
年
が
賃
貸

管
理
業
法
施
行
５
年
目
。
あ
ら

か
じ
め
登
録
更
新
の
準
備
を
」

と
注
意
喚
起
。「
10
月
１
日
か

ら
の
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
法
施
行
へ
の
対
応
も
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
（
影
山

真
由
美
支
部
長
）
は
今
年
の
住

環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
）
を
、
11
月
26
、

27
日
の
２
日
間（
水
・
木
曜
日
）

に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
予
定
で

す
。
日
管
協
な
ど
が
後
援
し
、

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
が
開
催

す
る
最
大
級
の
「
賃
貸
住
宅
フ

ェ
ア
２
０
２
５
ｉ
ｎ
大
阪
」
に

参
加
、
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
会

場
と
し
て
出
展
し
、
オ
ー
ナ
ー

と
業
界
に
向
け
て
大
々
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。
賃
貸
住
宅
フ

ェ
ア
へ
の
参
加
は
昨
年
に
続
い

て
２
年
連
続
で
す
。

　

計
画
で
は
、
初
日
に
管
理
業

者
向
け
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
。「
賃
貸
管
理
の

今
を
動
か
す
～
注
目
の
４
テ
ー

マ
」（
仮
称
）
と
題
し
て
①
災

害
時
②
老
朽
建
物
設
備
更
新
時

な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
）
廃
棄
③
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
④
社
員
教
育

―
―
な
ど
へ
の
対
策
と
方
針
を

探
る
ほ
か
、
オ
ー
ナ
ー
・
業
者

向
け
と
し
て
共
通
テ
ー
マ
「
変

化
す
る
賃
貸
経
営
と
押
さ
え
る

べ
き
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
沿

っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
兵
庫
県
支
部
の

松
本
智
支
部
長
と
和
歌
山
県
支

部
の
小
切
康
至
副
支
部
長
を
迎

え
、
大
阪
府
支
部
の
松
尾
充
康

副
支
部
長
の
司
会
で
、
水
野
達

司
副
支
部
長
、
川
北
修
平
事
務

局
長
の
５
名
で
議
論
を
繰
り
広

げ
対
策
と
提
言
を
行
い
ま
す
。

大
阪
＋
兵
庫
＋
和
歌
山
が
一
体

と
し
て
動
け
る
よ
う
に
す
る
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
再
編
を
先
取

り
し
た
試
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

２
日
目
も
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
セ
ミ
ナ
ー
の
計
２

本
を
予
定
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員

会
の
主
管
で
実
施
し
、
森
山
恭

子
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
長
の
司
会

の
も
と
、
影
山
支
部
長
ら
ベ
テ

ラ
ン
と
子
育
て
中
の
中
堅
、
入

社
３
年
目
の
若
手
の
各
世
代
の

女
性
が
、
働
き
方
の
現
状
や
職

場
環
境
、
今
後
へ
の
展
望
な
ど

を
討
論
し
、「
女
性
活
躍
社
会

に
向
け
て
」
提
言
し
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
福
岡
相
続
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
伊
瀬
知
晃
会
長

を
招
き
「
賃
貸
オ
ー
ナ
ー
が
今

や
る
べ
き
相
続
対
策
」
を
解
説

し
伝
授
す
る
予
定
で
す
。

　

い
ず
れ
も
大
阪
府
支
部
組
織

広
報
委
員
会
や
企
画
研
修
・
業

務
委
員
会
、
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員

会
な
ど
で
入
念
に
準
備
、
支
部

の
総
力
を
あ
げ
て
の
セ
ミ
ナ
ー

に
な
り
そ
う
で
す
。

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい「あの情報」「この情報」、行
政の最新動向などを会員限定で毎週金
曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
をまとめ、迅速に配信します。（日管
協会員以外の一般の方も限定配信分を
登録・無料購読可）
■会員向け日管協メルマガ登録手順

①日管協公式ホームページ
　https://www.jpm.jp/
か右記ＱＲコードで仮登録
②仮登録後、入力アドレス
に本登録用のメールが届くので、メー
ルに記載のＵＲＬをクリック（タッ
プ）、本登録を完了！
※�全社員一括登録サービスもあります。

日管協ＨＰ「お問い合わせ」から連絡。
　https://www.jpm.jp/contact/

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
（
日
管
協
）
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太
田

卓
利
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
と
日
管
協
大
阪
府
支
部
（
影
山
真
由
美
支
部

長
）
は
６
月
３
日
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
合
同
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
管
協
本
部
で
検
討
さ
れ
て
い
た
組

織
運
営
体
制
再
編
案
に
沿
っ
て
の
開
催
で
す
。
近
畿
で
は
大
阪
府

・
京
都
府
２
支
部
を
軸
に
ブ
ロ
ッ
ク
と
支
部
の
運
営
体
制
を
再
編

す
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
手
始
め

に
、
こ
れ
ま
で
別
個
に
行
わ
れ
て
い
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、
大
阪
府

支
部
の
年
次
総
会
を
同
日
合
同
開
催
と
し
、
運
営
の
効
率
化
を
図

り
ま
し
た
。
参
加
者
も
１
８
０
名
近
く
に
の
ぼ
り
、
総
会
・
懇
親

会
と
も
大
盛
況
で
し
た
。

再
編
背
景
に
合
同
総
会

日管協近畿
大阪府支部

「
若
年
層
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
」

大
阪
府
支
部
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

11
月
26
、27
日
に
パ
ネ
ル
討
論
な
ど

ブ
ロ
ッ
ク
再
編
も
先
取
り

賃
貸
管
理
深
化
へ

日
米
で
友
好
協
定

　

日
管
協
（
塩
見
紀
昭
会
長
）

は
６
月
13
日
、
米
国
ラ
ス
ベ
ガ

ス
で
、
全
米
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（
Ｎ
Ａ
Ａ
、
ア
ラ
ン
・
キ

ン
グ
会
長
）
と
友
好
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
日
米
両
国
の
賃

貸
住
宅
管
理
業
の
発
展
に
向
け

て
連
携
を
深
め
る
の
が
目
的
。

日
管
協
が
海
外
の
管
理
業
団
体

と
協
定
を
結
ぶ
の
は
４
例
目
と

な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ａ
は
米
国
の
賃
貸
住
宅

業
界
を
代
表
す
る
業
界
団
体
。

９
万
社
超
が
加
盟
し
、
物
件
管

理
戸
数
が
１
１
０
０
万
戸
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
両
協
会
が
行

う
調
査
・
研
究
・
教
育
な
ど
幅

広
い
分
野
で
交
流
を
行
っ
て
い

き
、
相
互
の
一
層
の
発
展
と
理

解
・
連
携
の
深
化
を
目
指
し
ま

す
。
日
米
の
経
済
情
勢
に
基
づ

く
賃
貸
住
宅
管
理
業
界
・
賃
貸

住
宅
市
場
の
動
向
や
、
賃
貸
住

宅
管
理
業
の
実
務
、
法
律
・
税

制
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換
な

ど
の
ほ
か
、
両
国
の
賃
貸
住
宅

管
理
業
に
関
す
る
課
題
解
決
の

た
め
様
々
な
テ
ー
マ
で
共
同
研

究
な
ど
も
行
う
計
画
で
す
。

　

塩
見
会
長
は
友
好
協
定
締
結

前
日
の
12
日
に
、
Ｎ
Ａ
Ａ
が
主

催
す
る
全
米
最
大
級
の
賃
貸
住

宅
業
界
イ
ベ
ン
ト
「
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ア
ラ
イ
ズ
２
０
２
５
」

の
パ
ネ
ル
討
論
会
に
参
加
。
各

国
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
と
も
に
登

壇
し
、
日
本
の
賃
貸
住
宅
管
理

の
特
徴
や
規
模
・
課
題
、
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。（
写
真
は
友
好
協
定

を
結
ん
だ
日
管
協
と
Ｎ
Ａ
Ａ
。

左
か
ら
塩
見
会
長
、
Ｎ
Ａ
Ａ
の

ア
ラ
ン
会
長
と
現
場
常
勤
最
高

責
任
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ネ
ガ

ー
氏
）

若
手
中
堅
の
ス
キ
ル
向
上

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
は
６
月

12
日
、
新
人
・
若
手
社
員
研
修

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
知
識
や
ス

キ
ル
を
若
手
社
員
同
士
が
学
び

合
い
ま
し
た
。
８
月
21
日
に
は

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
で
若
手
研
究
グ

ル
ー
プ
主
催
に
よ
る
中
堅
社
員

対
象
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
開
催
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

近畿ブロック・大阪府支部合同総会

昨年の賃貸住宅フェアでの
大阪府支部パネル討論
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家
賃
保
証
の

クク
レレ
デデ
ンン
スス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外外国国人人専専用用

保保証証ププラランン

販販売売開開始始！！



エ
ア
コ
ン
設
置
、
省
エ
ネ
化
重
視

京
都
市
が
促
進
支
援
で
補
助
金

10
月
25
日（
土
）京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
機
会
を
市
民
が
待
っ
て

い
る
と
確
信
で
き
る
「
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」。
恒
例
の
行
事

と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
が
期
待
す
る

の
は
京
都
府
や
京
都
市
か
ら
の

住
宅
政
策
情
報
で
す
。
来
場
者

は
一
般
市
民
、
そ
の
中
に
賃
貸

住
宅
経
営
者
も
い
ま
す
。
こ
こ

で
国
の
住
宅
政
策
や
地
元
自
治

　

省
エ
ネ
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
京
都
府
支
部
。
今
夏
行

わ
れ
た
定
例
会
で
も
支
部
作
成

の
チ
ラ
シ
を
配
り
京
都
市
と
協

力
の
方
向
性
を
重
視
・
発
表
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
チ
ラ
シ
。
こ
れ

に
は
京
都
市
の
「
賃
貸
住
宅
の

備
付
家
電
の
買
換
え
・
省
エ
ネ

促
進
支
援
」
そ
れ
に
伴
う
補
助

な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
向
け
の
普
及
を
目
的

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
12
月
末
ま
で

　

京
都
府
支
部
は
こ
の
公
的
支

援
の
内
容
を
京
都
市
か
ら
定
例

会
で
担
当
者
を
迎
え
て
説
明
、

パ
ン
フ
も
作
成
。
今
夏
の
暑

さ
、
京
都
市
も
エ
ア
コ
ン
の
経

費
補
助
を
行
う
と
同
時
に
省
エ

ネ
性
能
の
表
示
促
進
も
図
り
ま

す
。
京
都
市
は
申
請
期
間
を
今

年
12
月
26
日（
金
）ま
で
と
し
、

最
大
５
万
円
を
支
援
。
京
都
府

支
部
が
作
成
し
た
促
進
支
援
の

パ
ン
フ
で
徹
底
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
暑
い
京
都
の
夏
。

賃
貸
住
宅
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

絶
対
条
件
、
こ
の
制
度
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

京
都
府
支
部 

情
報
　
お
知
ら
せ

情
報
　
お
知
ら
せ

支
部
活
動 
こ
の
メ
ン
バ
ー
中
心
で

　

令
和
７
年
度
末
ま
で
京
都
府

支
部
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

を
続
け
ま
す
。
担
当
は
部
会
活

動
な
ど
で
重
な
る
が
、
支
部
活

動
が
円
滑
に
目
標
に
沿
っ
て
前

進
で
き
る
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
担
当
別
役
職
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

⃝
支
部
長　

安
田
栄
慈
。
⃝

筆
頭
副
支
部
長　

若
林
基
道

（
支
部
長
補
佐
）。
⃝
副
支
部

長　

石
本
浩
治
（
行
政
連
携
・

他
団
体
推
進
部
会
担
当
）。
⃝

副
支
部
長　

井
上
大
介
（
広
報

・
会
員
拡
大
部
会
担
当
）。
⃝

副
支
部
長　

松
岡
英
樹
（
企
画

・
研
修
部
会
担
当
）。
⃝
事
務

局
長　

久
保
勝
哉
。
⃝
副
事
務

局
長　

杉
村
元
嗣
。
上
野
浩

之
。
井
上
淳
志
。
⃝
会
計　

櫻

井
啓
孝
。

　

企
画
・
研
修
部
会　

部
会
長　

松
岡
英
樹
。
副
部
会
長　

奥
野

雅
裕
。
同　

小
川
雅
敬
。
同　

前
田　

尚
。同　

土
井
ま
な
ぶ
。

広
報
・
会
員
拡
大
推
進
部
会　

部
会
長　

田
中
健
敏
。
副
部
会

長　

中
村
康
行
。
清
水
剛
弘
。

石
川　

武
。
前
田　

尚
（
企
画

・
研
修
部
会
兼
任
）。

行
政
連
携
・
他
団
体
推
進
部
会

　

部
会
長　

藤
田
幹
人
。
副
部

会
長　

橋
本
浩
和
。青
山
秀
樹
。

空
き
家
等
対
策
推
進
委
員
会　

委
員
長　

藤
田
幹
人
。

管
理
業
務
支
援
部
会　

部
会
長　

柴
田
英
生
。
副
部
会
長　

澁
谷

那
愛
。井
上
康
平
。富
沢
雅
史
。

市
民
へ〝
住
環
境
の
原
点
〟を

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」迫
る

住
宅
政
策 
行
政
も
全
面
協
力

　

京
都
の
秋
・
真
っ
只
中
の
10
月
に
京
都
市
民
に
す
っ
か
り
馴
染
み

の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
か
れ
ま
す
。
日
管
協
京
都
府
支
部

（
安
田
栄
慈
支
部
長
）
が
主
催
。
京
都
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
施
策

は
─
、そ
れ
を
知
る
た
め
の
年
1
回
、市
民
信
頼
の
イ
ベ
ン
ト
。
国
、

地
元
行
政
も
協
力
の
開
催
で
す
。（
1
、
6
面
参
照
）

体
か
ら
の
住
宅
環
境
向
上
を
目

指
す
具
体
的
な
話
を
聞
き
た
い

─
と
参
加
。
京
都
府
支
部
で
は

毎
回
こ
の
よ
う
な
強
い
要
望
の

参
加
予
定
者
へ
国
〜
地
元
自
治

体
か
ら
生
き
た
情
報
や
政
策
を

伝
え
ま
す
。
参
加
者
の
傾
向
か

ら
は
毎
回
出
席
し
て
い
る
人
が

目
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
確
か
な

住
宅
政
策
を
信
頼
で
き
る
講
師

か
ら
聞
け
る
か
ら
と
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
回
答
に
も
出
て
い
ま

す
。

講
師
に
太
田
垣
章
子
氏

　

支
部
は
じ
め
地
元
自
治
体
か

ら
住
宅
分
野
の
責
任
者
が
出
席

し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ

〝
住
宅
環
境
の
向
上
〟
に
つ
い

て
の
発
言
に
期
待
で
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
司

法
書
士
の
太
田
垣
章
子
氏
。
司

法
書
士
と
し
て
全
国
的
に
有

名
。
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
。

今
回
も
期
待
大
で
す
。

　

開
催
場
所
の
「
京
都
経
済
セ

ン
タ
ー
」
は
京
都
の
中
心
、
烏

丸
の
交
差
点
か
ら
西
へ
入
っ
た

と
こ
ろ
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地

で
あ
り
、
交
通
便
も
よ
く
、
そ

の
効
果
で
入
場
者
も
毎
回
１
０

０
名
前
後
に
。

あいさつする安田栄慈支部長（前回）

会場の京都経済センター内部

京都市から省エネの説明

会
員
拡
大
促
進
へ

機
会
ご
と
に
手
配
り
で

　

京
都
府
支
部
は

日
管
協
本
部
の
協

力
を
得
て
本
格
的
な
会
員
拡
大

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
手

段
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
し
た
Ｐ
Ｒ
用
の

名
刺
。
人
が
集
ま

る
と
こ
ろ
で
配
っ

て
目
下
、
そ
の
効

果
待
ち
で
す
。
大

き
く
「
新
会
員
募

集
中
！
」
と
し
、

問
い
合
わ
せ
ダ
イ

ヤ
ル
を
目
立
た
せ

て
い
ま
す
。
入
会

す
れ
ば
業
務
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
と

明
言
。
裏
面
に
は

「
正
確
な
情
報
届

い
て
い
ま
す
か
？
」
の
問
い
を

示
し
、
情
報
か
ら
実
務
支
援
に

至
る
ま
で
万
全
体
制
の
日
管
協

入
会
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。

　

日
管
協
は
管
理
業
法
に
関
す

る
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
。

こ
の
名
刺
に
も
項
目
を
示
し
つ

つ
入
会
促
進
の
ツ
ー
ル
と
し
て

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本

部
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
こ

の
青
い
名
刺
発
行
は
、
京
都
府

支
部
が
不
特
定
多
数
の
人
が
集

ま
る
機
会
に
支
部
役
員
ら
が
手

渡
し
で
配
っ
て
い
ま
す
。
支
部

会
員
１
１
８
社
か
ら
こ
の
名
刺

効
果
で
当
面
の
目
標
１
５
０
社

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
京
都
府

支
部
は
会
員
増
を
目
的
に
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
手
法
で
入
会
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
は
青
い
名
刺
の
効
果
に
注
目

で
す
。

青
い
名
刺
の
効
果
は �

一目でわかる入会メリット

入会促進へ配布中

各担当みんな熱心

会議は安田支部長がリード

■定例
会
参
加
へ
声
か
け

未
加
入
者
へ
ア
ピ
ー
ル

　

京
都
府
支
部
は
会
員
拡
大
へ

昨
年
に
続
き
全
会
員
が
協
力
。

爆
発
的
な
入
会
効
果
に
至
ら
ぬ

が
、
研
修
会
へ
の
新
参
加
者
も

み
ら
れ
、
今
年
度
末
に
は
好
結

果
が
期
待
さ
れ
そ
う
で
す
。
定

例
会
な
ど
で
も
入
会
促
進
に
つ

い
て
は
多
く
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
積
極
的
な
入
会
活
動
が
続
き

ま
す
。

　

会
員
増
は
支
部
一
致
の
考

え
。
定
例
会
で
入
会
へ
の
具
体

策
と
し
て
未
入
会
者
が
気
軽
に

定
例
会
な
ど
に
出
席
で
き
る
各

種
の
Ｐ
Ｒ
づ
く
り
。
こ
の
効
果

で
10
社
以
上
の
入
会
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
流
動
す
る
社
会
の

中
で
通
用
す
る
組
織
づ
く
り
へ

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
が
正

念
場
。具
体
的
対
策
を
実
践
中
。

京
都
府
支
部 

m
e
m
o

　

京
都
府
支
部
は
日
常
活
動
の

中
で
京
都
府
や
市
と
連
携
を
強

め
て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ

て
続
い
て
い
る
の
が
「
京
都
安

心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連

携
。
市
民
の
住
ま
い
相
談
、
賃

貸
住
宅
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い

ま
す
。
住
宅
の
専
門
家
と
し
て

一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
接
し
対
応
。

社
会
貢
献
の
場
で
す
。
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視点
法の （90）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

原状回復費用の請求について
賃貸借契約が終了した時、賃貸人は賃借人に対して、
原状回復費用を請求できますが、賃貸人は全ての損傷に
ついて、賃借人にその原状回復費用を請求できるもので
はなく、賃借人の責めに帰すべき事由＝故意過失による
損傷だけを請求できます（民法６２１条）。
したがって、賃貸人としては、損傷が生じていること、
その損傷が賃借人の故意過失によることを立証しなけれ
ばなりません。通常の使用によって生じた賃借物の損
耗、経年劣化によるものは、原状回復の対象ではありま
せん。
そのためには、賃貸人として損傷箇所を退去立会時に
立会いを求めて確認すると同時に、その損傷状況を写真
撮影しておくべきです。できれば修繕業者に損傷状況を
見分してもらっておくことが必要です。原状回復費用を
請求するためには、賃貸人が故意過失による損傷を立証
しなければならないので、損傷原因が何によるものか証
拠を保全しておくことが重要です。

　

京
都
府
支
部
は
来
年
８
月
に

至
る
事
業
活
動
を
推
進
中
。
最

近
で
は
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
取

り
替
え
工
事
助
成
な
ど
京
都
市

と
連
携
。
関
連
助
成
制
度
も
あ

り
、
官
民
連
携
色
が
見
ら
れ
ま

す
。
行
政
の
政
策
と
会
員
企
業

の
連
携
は
業
界
全
体
に
自
信
と

発
展
へ
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

官
民
一
体
に
よ
る
事
業
連
携
は

今
後
も
継
続
さ
れ
、
業
界
の
底

上
げ
効
果
へ
支
部
で
は
活
動
を

二
路
線
に
分
け
、
着
々
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
消
化
中
で
す
。

支
部
活
動
は
常
に
活
性

　

公
益
事
業
分
野
と
し
て
は
日

管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
発
行
の

「
日
管
き
ん
き
」
の
京
都
府
支

部
枠
を
継
続
。
支
部
の
活
動
状

況
を
連
載
。
日
管
協
本
部
主
催

で
11
月
11
日
（
火
）
東
京
で
行

わ
れ
る
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
へ
は
自
由
参
加
に
。
全
国

規
模
で
実
施
の
「
住
環
境
向
上

セ
ミ
ナ
ー
」
は
地
元
で
10
月
25

日
に
開
催
。
そ
の
他
、「
市
民

　

京
都
を
代
表
す
る
大
手
管
理

会
社
の
長
栄
。
二
代
目
社
長
に

就
任
し
た
船
井
渉
氏
。
創
業
者

の
長
田
修
氏
か
ら

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

で
す
。
管
理
を
始

め
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
精
通
、
専
務

を
経
て
６
月
に
就

任
。

　

６
月
に
（
株
）
学
生
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
代
表
取
締
役
社
長
就
任

が
決
定
し
た
石
本
浩
治
氏
。
日

管
協
京
都
府
支
部
で
副
支
部
長

と
し
て
活
動
中
。

　

日
管
協
活
動
に
熱
心
な
石
本

氏
。
副
支
部
長
と
し
て
の
役

柄
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
合
に

も
安
田
支
部
長
や
井
上
大
介

副
支
部
長
ら
と
毎
回
出
席
し

て
い
ま
す
。
支
部
の
定
例
会
や

研
修
会
の
常
連
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　

長
栄
の
日
管
協
担
当
は
奥

野
雅
裕
氏
。
新
社
長
の
紹
介
と

所
見
発
表
が
期
待
で
す
。

二
人
の
新
社
長
登
場
　
支
部
ニ
ュ
ー
ス

向
け
住
ま
い
の
相
談
」
の
継

続
。
京
都
府
や
市
と
の
居
住
支

援
協
議
会
参
加
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

一
般
活
動
分
野
で
は
総
会
を

終
え
た
現
在
、
支
部
会
員
を
主

対
象
と
し
た
研
修
、
定
例
会
、

幹
事
会
が
実
施
さ
れ
、
学
ぶ
、

交
流
、
情
報
交
換
な
ど
を
実
施

中
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
へ
の

出
席
で
他
支
部
の
活
動
を
知
る

機
会
も
。
そ
の
他
、
会
員
拡
大

推
進
へ
意
見
交
換
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　

部
会
活
動
に
よ
る
各
取
り
組

み
を
機
会
ご
と
に
情
報
交
換

し
、
こ
こ
か
ら
新
鮮
な
ア
イ
デ

ア
も
浮
上
中
で
す
。
支
部
内
の

活
性
が
順
調
で
こ
の
流
れ
は
次

期
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

支
部
活
動
の
中
で
も
企
画
研

修
部
会
は
注
目
さ
れ
、
外
部
か

ら
の
参
加
者
も
目
立
ち
ま
す
。

参
加
理
由
は
「
よ
り
直
接
的
な

ア
イ
デ
ア
の
提
供
。
職
場
で
即

役
立
つ
」
と
の
こ
と
で
す
。
会

場
に
は
女
性
の
姿
も
多
く
、
若

手
社
員
の
参
加
も
目
立
ち
ま

す
。
企
画
側
は
「
内
外
部
か
ら

の
出
席
増
が
目
的
」
と
、
業
務

の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
い
う

考
え
。「
す
べ
て
に
積
極
的
、

情
報
に
は
敏
感
。
社
業
に
有
効

な
対
象
を
追
い
求
め
る
」
研
修

部
会
の
基
本
的
考
え
で
す
。

　

管
理
業
内
部
の
研
修
や
勉
強

会
を
通
じ
た
行
政
や
一
般
市
民

と
の
機
会
づ
く
り
。
そ
れ
が
毎

年
秋
に
行
わ
れ
る
「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

　

市
民
は
こ
こ
で
支
部
の
存
在

や
、
京
都
府
や
市
の
住
宅
政
策

を
知
る
好
機
会
に
な
り
ま
す
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い

う
声
は
大
で
す
。

京
都
府
支
部
　
短
信

⃝
８
月
19
〜
20
の
両
日
。
広
島

で「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」を
実
施
。

地
元
の
支
部
会
員
と
交
歓
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
も
。

⃝
恒
例
の
11
月
に
行
わ
れ
る

「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」は
昨
年
に
続
き
参
加
。

詳
し
く
は
前
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

⃝
11
月
11
日
に
行
わ
れ
る
「
日

管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
支
部
会

員
の
多
数
が
参
加
予
定
。

「
Ａ
Ｉ
導
入
の
実
践
」
な
ど
テ
ー
マ

学
び
の
場
プ
ラ
ス
情
報
交
歓

　

多
彩
な
内
容
で
盛
り
上
が
っ

た
第
25
期
定
例
会
と
研
修
会

（
７
月
８
日
（
火
）
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）。
安
田
栄
慈

支
部
長
か
ら
の
本
部
情
報
や
支

部
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
な
ど
今
秋

へ
向
け
て
情
報
が
た
っ
ぷ
り
。

京
都
市
か
ら
の
出
席
も
あ
り
充

実
し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
研
修
は
（
株
）
う

ら
ら
の
代
表
取
締
役
・
増
田
和

也
氏
に
よ
る
「
不
動
産
テ
ッ
ク

と
Ａ
Ｉ
導
入
実
践
に
つ
い
て
」。

今
、
学
び
た
い
テ
ー
マ
だ
け
に

出
席
者
増
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
京
都
市
環
境
政
策

局
か
ら
担
当
者
が
出
席
。
支
部

発
行
の
チ
ラ
シ
を
示
し
な
が
ら

〝
省
エ
ネ
促
進
〟
へ
具
体
的
な

支
援
の
内
容
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

安
田
支
部
長
は
じ
め
今
回
の

定
例
会
に
は
幹
部
の
大
半
が
出

席
。
秋
に
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
対
処
な
ど
意
見
が
交
わ
さ
れ

　
「
出
席
し
て
よ
か
っ
た
」
を
実
感
で
き
る
京
都
府
支
部
の
各
イ
ベ

ン
ト
企
画
。
安
田
栄
慈
支
部
長
が
就
任
以
来
、
心
掛
け
て
き
た
方
針

で
す
。
そ
の
考
え
が
ず
っ
と
活
か
さ
れ
て
ま
す
。

支
部
定
例
会
・
研
修
会

⃝
京
都
府
支
部
活
動
の
方
向

⃝
行
政
の
住
宅
政
策
と
と
も
に

⃝
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
注
目

官
民
の
一
体
意
識
を
継
続

会議での安田支部長（右）

支部活動はいつも熱い

ま
し
た
。
特
に
副
支
部
長
の
井

上
大
介
氏
か
ら
の
提
案
は
活
発

化
す
る
支
部
内
を
象
徴
。
支
部

で
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
全
員
で

分
析
し
つ
つ
明
日
へ
つ
な
が
る
テ

ー
マ
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

安
田
支
部
長
は
「
秋
は
支
部
活

動
の
頂
点
。
大
勢
が
参
加
し
て

人
と
の
交
歓
を
第
一
に
勉
強
機

会
に
し
た
い
」
と
。
支
部
活
動

は
今
秋
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

講
師
ガ
イ
ド　
第
４
回
定
例
会

増
田
和
也
氏　
（
株
）
う
ら
ら

代
表
取
締
役
。
不
動
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
不
動
産
専
門
デ

ー
タ
入
力
代
行
、
民
泊
運
営
代

行
、
賃
貸
物
件
清
掃
、
物
件
撮

影
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
リ

ン
グ
運
営
。
会
社
所
在
地
＝
〒

９
８
９
―
３
１
２
６　

宮
城
県

仙
台
市
青
葉
区
落
合
5
―
15
―

38
。
℡
０
２
２
―
３
０
２
―
５

９
７
６
。

ゲスト講師の増田氏研修会の会場

㈱学生ハウジング　石本浩治氏
㈱長栄　船井　渉氏

各社のトップが出席する支部活動

■熱い
暑
い
炎
の
万
博

業
界
は
「
行
き
ま
し
た
か
」

が
合
言
葉

　
「
万
博
行
っ
て
き
ま
し
た
か
」

が
こ
の
と
こ
ろ
の
業
界
人
の
合

言
葉
。「
入
口
の
混
雑
だ
け
で
目

が
回
り
ま
し
た
」「
海
外
パ
ビ
リ

オ
ン
は
ど
れ
も
よ
か
っ
た
」「
大

屋
根
リ
ン
グ
一
周
２
キ
ロ
は
し

ん
ど
か
っ
た
」
な
ど
な
ど
。

　

大
阪
の
賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー

が
趣
味
の
刀
剣
展
示
。
外
国
人

か
ら
の
反
響
が
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。
と
に
か
く
広
く
て
と
て

も
一
回
で
は
ム
リ
。
年
輩
者
か
ら

は
「
暑
く
て
半
分
も
見
ら
れ
な

か
っ
た
」
の
声
も
。
熱
帯
化
す

る
日
本
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
期

間
に
も
一
考
の
余
地
あ
り
で
す
。

　
「
日
管
き
ん
き
」
の
発
行
が

９
月
１
日
。
10
月
13
日
閉
幕
の

少
し
前
、
涼
し
さ
も
少
し
加
わ

り
そ
う
で
す
。
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交
流
拡
大
さ
ら
に

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は

11
月
11
日
火
曜
日
に
、
東
京
・

港
区
の
明
治
記
念
館
で
、
賃
貸

管
理
業
の
現
在
地
点
を
確
認
し

未
来
を
探
る
協
会
主
催
の
一
大

独
自
イ
ベ
ン
ト
「
日
管
協
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
５
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
で
13
回
目
。
昨
年

同
様
、
主
要
委
員
会
の
活
動
・

研
究
成
果
を
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で

発
表
。
昨
年
を
５
セ
ミ
ナ
ー
上

回
る
40
セ
ミ
ナ
ー
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
賃
貸
管

理
業
周
辺
企
業
を
含
め
Ｉ
Ｔ
関

連
や
金
融
、
大
規
模
修
繕
な
ど

各
種
展
示
ブ
ー
ス
を
設
営
、
過

去
最
高
出
展
と
な
っ
た
前
回
以

上
の
企
業
参
加
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
探
る

来
場
者
の
熱
量
で
会
場
が
溢
れ

か
え
り
ま
す
。

　

塩
見
紀
昭
日
管
協
会
長
が
昨

年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、「
年
１

回
の
開
催
で
（
全
国
か
ら
会
員

が
集
い
）
久
し
ぶ
り
に
会
え
る

人
も
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

も
重
要
だ
が
、
多
く
の
人
と
会

っ
て
話
す
場
に
し
た
い
」
と
人

的
交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
た
が
、
今
回
も
昨
年
以

上
の
賑
わ
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

拡
大
に
結
び
付
く
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
な
り
そ
う
で
す
。（
上
写
真

は
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０

２
５
」
の
一
番
手
は
奈
良
県
支

部
で
す
。
10
月
18
日
の
土
曜
日

午
後
１
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前

の
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
。

第
１
部
で
小
西
克
美
支
部
長
が

共
通
テ
ー
マ
を
深
掘
り
。
第
２

部
で
司
法
書
士
の
太
田
垣
章
子

（
あ
や
こ
）
さ
ん
が
超
高
齢
化

社
会
で
の
賃
貸
経
営
問
題
点
を

考
え
解
決
策
を
披
露
し
、
第
３

部
で
気
に
な
る
稼
働
率
の
高
い

部
屋
づ
く
り
例
を
示
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
コ
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー
ム

の
山
口
聖
太
名
古
屋
オ
フ
ィ
ス

所
長
が
「
空
室
も
家
賃
下
落
も

こ
れ
で
解
決
！　

利
回
り
ア
ッ

プ
の
た
め
の
『
決
ま
る
部
屋
作

り
』
の
マ
ル
秘
テ
ク
ニ
ッ
ク
大

公
開
！
」
と
直
球
伝
授
し
て
く

れ
ま
す
。

　

翌
週
25
日
の
土
曜
日
は
和
歌

山
県
支
部
、
京
都
府
支
部
、
兵

庫
県
支
部
の
３
支
部
そ
ろ
い
踏

み
で
す
。
和
歌
山
県
支
部
は
Ｊ

Ｒ
和
歌
山
駅
前
の
和
歌
山
Ｊ
Ａ

ビ
ル
「
和
ホ
ー
ル
Ａ
Ｂ
」
で
午

前
10
時
か
ら
。共
通
テ
ー
マ「
変

化
す
る
賃
貸
経
営
と
押
さ
え
る

べ
き
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
～
知
識

で
差
が
つ
く
オ
ー
ナ
ー
業
の
未

来
」
を
軸
に
、
賃
貸
不
動
産
市

場
の
動
向
や
今
後
の
商
品
づ
く

り
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る

予
定
で
す
。

　

京
都
府
支
部
は
、
奈
良
県
同

様
、
太
田
垣
章
子
さ
ん
を
迎
え

「
少
子
高
齢
化
が
賃
貸
業
界
に

も
た
ら
す
も
の
」を
予
測
。「
賃

借
人
も
建
物
も
家
主
も
年
を
と

る
」
３
つ
の
高
齢
化
問
題
へ
の

対
処
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
午

後
２
時
か
ら
。

　

兵
庫
県
支
部
は
神
戸
市
灘
区

文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
午

後
３
時
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
。
松
本
智
支
部
長
が
共
通
テ

ー
マ
を
説
明
、
オ
ー
ナ
ー
が
備

え
て
お
く
べ
き
知
識
の
要
諦
を

示
す
一
方
、
社
会
要
請
と
な
っ

て
い
る
居
住
支
援
事
業
へ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
と
、
建
物
・

居
室
更
新
な
ど
事
業
資
金
持
ち

出
し
を
軽
減
で
き
る
数
々
の
補

助
金
制
度
情
報
な
ど
を
示
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

翌
26
日
の
日
曜
日
に
は
、
Ｊ

Ｒ
南
草
津
駅
前
の
草
津
市
立
市

民
交
流
プ
ラ
ザ
「
フ
ェ
リ
エ
南

草
津
」
大
会
議
室
で
滋
賀
県
支

部
が
開
催
。
奈
良
県
支
部
・
京

都
府
支
部
と
同
様
、
少
子
高
齢

社
会
下
で
の
賃
貸
経
営
に
つ
い

て
太
田
垣
章
子
さ
ん
が
問
題
提

起
し
解
決
策
の
一
端
を
提
示
す

る
ほ
か
、
特
別
会
員
に
よ
る
賃

貸
経
営
高
度
化
に
役
立
つ
商
品

や
技
術
展
示
な
ど
も
行
う
予
定

で
す
。
午
後
１
時
半
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
11
月
26
、
27

日
（
水
・
木
曜
日
）
の
２
日
間

に
わ
た
り
大
阪
・
南
港
の
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
最
大
級
の
「
賃
貸
住
宅
フ

ェ
ア
２
０
２
５
ｉ
ｎ
大
阪
」
に

ブ
ー
ス
出
展
、
日
管
協
の
活
動

と
大
阪
府
支
部
そ
の
も
の
を
紹

介
・
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
オ

ー
ナ
ー
・
管
理
業
者
向
け
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

本
、
共
通
テ
ー
マ
解
説
を
含
む

セ
ミ
ナ
ー
２
本
を
繰
り
広
げ
る

予
定
で
す
。

　

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
も
、
オ
ー
ナ

ー
利
益
に
結
び
付
く
『
実
の
あ

る
講
座
』
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
〝
実
り
の
秋
〟
を
実
感
し

て
く
だ
さ
い
。（
写
真
は
昨
年

の
各
支
部
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
模
様
。
上
か
ら
和
歌
山
、
兵

庫
、
奈
良
、
滋
賀
の
各
支
部
。

大
阪
府
支
部
は
３
面
、
京
都
府

支
部
は
４
面
参
照
）

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく
国交省がＦＡＱ集

　国土交通省は「賃貸住宅管理業法
ＦＡＱ集」をまとめています。賃貸
住宅そのものや受託管理、サブリー
ス、登録申請など賃貸住宅管理全般
と業法に関する用語や疑問とその回
答を網羅しています。ＰＤＦ形式で
閲覧・ダウンロード可能。24年10月
８日版です。チャットで一発回答す
る「ポータルサイト」とともに重宝
すること請け合いです。ＦＡＱ集は
国交省 https://www.mlit.go.jp/
tochi_fudousan_kensetsugyo/
const/content/001417127.pdf

日管協「預り金保証制度」
資産保全へ国が推奨！

　国交省は最新の上記「ＦＡＱ
集」で、管理会社の倒産など不測
の事態をカバーする日管協の「預
り金保証制度」に加入することは
「賃貸住宅管理業者として望まし
い」と明示。オーナー資産の保全
へ同制度を国が推奨しました。

　

毎
秋
恒
例
の
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」。
近
畿
６
府
県
支
部
も
10
月

18
日
か
ら
11
月
27
日
に
か
け
て
、
各
支
部
独
自
趣
向
で
役
立
つ
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
資
産
管
理
品
質
ア
ッ
プ
に
向
け
た
賃
貸
経
営
に
「
な
に
が
必
要
な
の
か
」、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
先
取
り
す
る
に
は
ど
ん
な
要
素
を
突
き
詰
め
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
満
室
経

営
へ
の
道
を
解
き
明
か
し
深
掘
り
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
す
る
賃
貸
経
営
と
押
さ
え
る

べ
き
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
～
知
識
で
差
が
つ
く
オ
ー
ナ
ー
業
の
未
来
」。
時
代
や
技
術
の
変
化
に
対
応

し
、
前
年
の
共
通
テ
ー
マ
同
様
〝
勝
ち
組
家
主
〟
へ
の
秘
策
発
見
セ
ミ
ナ
ー
に
な
る
見
通
し
。
必
見

必
聴
で
す
。（
１
面
参
照
）

日管協

賃
貸
管
理
業
の
未
来
、こ
こ
に
‼

11
月
11
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５

日　時 【開催支部】場所・内容

10月18日（土）
13:00～16:00

【奈良県支部】ホテル日航奈良「飛天」
第１部で共通演題、第２部で「少子高齢化が
賃貸業界にもたらすもの」について基調講
演。第３部で「部屋づくりテクニック」を紹介

10月25日（土）
10:00～12:00

【和歌山県支部】和歌山ＪＡビル「和ホールＡＢ」
共通演題のほか現段階で内容は未定

10月25日（土）
14:00～16:30

【京都府支部】京都経済センター
「少子高齢化が賃貸業界にもたらすもの」
について司法書士の太田垣章子さんが解説

10月25日（土）
15:00～17:00

【兵庫県支部】灘区文化センターＥ会議室
第１部で共通演題、第２部・第３部で「居住
支援事業」「補助金制度情報」（現段階で
はいずれも未定）を解説。ハイブリッド方式

10月26日（日）
13:30～16:30

【滋賀県支部】草津市立市民交流プラザ
（フェリエ南草津５階大会議室）
「少子高齢化が賃貸業界にもたらすもの」
で司法書士の太田垣章子さん解説など

11月26、27日
（水、木）

10:00～17:00

【大阪府支部】インテックス大阪
「賃貸住宅フェア2025in 大阪」に出展。
共通演題と、２日間にわたってブース出展
しパネルディスカッションやセミナーなど実施

※開催日時順に掲載。

近
畿
各
支
部
で
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
先
取
り
し
満
室
経
営
め
ざ
せ

資
産
管
理
業
へ
の
道
筋
示
す
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視
察
の
対
象
に

　
「
Ｑ
Ｂ
Ｔ
３
」
は
、
京
都
市

バ
ス
「
神
光
院
」
停
か
ら
徒
歩

５
分
の
住
宅
地
内
に
建
つ
軽
量

鉄
骨
造
２
階
建
て
全
12
室
の
物

件
で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

標
準
搭
載
な
ど
に
よ
る
「
創
エ

ネ
」
も
可
能
な
Ｚ
Ｅ
Ｈ
仕
様
と

し
た
点
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
国
が
改
正
建
築
物
省
エ
ネ

法
（
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
）
で
今
年
４
月
か
ら
賃
貸

住
宅
を
含
む
新
築
住
宅
の
省
エ

ネ
基
準
適
合
を
義
務
付
け
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
先
取
り
す
る

賃
貸
住
宅
モ
デ
ル
と
し
て
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　
「
Ｑ
Ｂ
Ｔ
３
」
の
特
徴
に
つ

い
て
改
め
て
お
話
し
い
た
だ
い

た
の
が
、
京
都
パ
ナ
ホ
ー
ム
総

務
部
次
長
で
、
日
管
協
京
都
府

支
部
事
務
局
長
も
務
め
る
久
保

勝
哉
さ
ん
で
す
。「
Ｑ
Ｂ
Ｔ
３

は
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
仕
様
に
よ
る
）
高

い
省
エ
ネ
性
能
だ
け
で
な
く
、

将
来
的
な
賃
貸
経
営
の
安
定
性

も
視
野
に
入
れ
て
設
計
さ
れ
て

い
る
」
と
言
い
ま
す
。
ど
う
や

ら
Ｚ
Ｅ
Ｈ
一
辺
倒
で
は
な
く
、

プ
ラ
ス
α
要
素
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

先
端
設
備
か
ら
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
屋
根
上
に
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
、
自
家
発
電

に
よ
る
創
エ
ネ
を
実
現
し
、
高

断
熱
構
造
や
高
効
率
設
備
と
の

合
わ
せ
技
で
電
気
代
を
中
心
に

光
熱
費
を
大
き
く
抑
制
し
な
が

ら
、
電
気
使
用
量
を
モ
ニ
タ
ー

画
面
（
上
部
の
写
真
下
左
）
な

ど
で
「
見
え
る
化
」
す
る
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）

を
通
じ
た
ス
マ
ー
ト
化
で
、
入

居
者
の
環
境
意
識
の
引
き
上
げ

も
促
す
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

防
犯
性
を
高
め
る
内
廊
下
設

計
に
加
え
て
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
ク

な
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ
イ
ル
の
床
仕

上
げ
な
ど
、
共
用
空
間
に
つ
い

て
も
上
質
さ
を
追
求
。
省
エ
ネ

＋
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
＋
住
み
心
地

の
向
上
と
い
っ
た
工
夫
で
、「
従

来
の
賃
貸
住
宅
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
し
て
い
ま
す
」

　

外
壁
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ

ー
ム
ズ
の
光
触
媒
タ
イ
ル
「
キ

ラ
テ
ッ
ク
」
を
採
用
。
雨
で
汚

れ
を
自
然
に
洗
い
流
す
「
自
浄

作
用
」
で
美
観
を
長
く
保
つ
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
約
25
年
間

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
と
い
う
高

耐
久
仕
様
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
に

と
っ
て
も
長
期
的
な
修
繕
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
と
な
り
ま
す
。

　

立
命
館
大
学
や
佛
教
大
学
、

京
都
産
業
大
学
な
ど
高
等
教
育

機
関
が
点
在
し
て
お
り
学
生
向

け
需
要
が
高
い
エ
リ
ア
で
す
。

そ
こ
へ
の
「
電
気
代
な
ど
が
ほ

と
ん
ど
か
か
ら
な
い
物
件
」
投

入
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
Ｑ
Ｂ

Ｔ
３
」
は
竣
工
後
す
ぐ
に
満
室

と
な
り
、
現
在
も
高
稼
働
を
維

持
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
高

性
能
物
件
の
魅
力
を
実
際
に
体

験
で
き
る
よ
う
１
室
を
モ
デ
ル

ル
ー
ム
と
し
て
開
放
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
商
品
の
ア
ピ

ー
ル
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

久
保
さ
ん
は
今
後
の
賃
貸
市

場
に
つ
い
て
「
若
年
層
は
価
格

よ
り
も
〝
共
感
〟
や
〝
価
値
〟

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
環
境
配
慮
や
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
形
を
提
案
す

る
。
そ
う
し
た
住
ま
い
づ
く
り

が
賃
貸
経
営
で
も
差
別
化
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
見
通
し

て
い
る
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化

で
若
者
が
減
少
す
る
中
、
こ
う

し
た
環
境
志
向
ニ
ー
ズ
に
訴
え

る
物
件
開
発
も
潮
流
と
な
る
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
本
流
へ

　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
は
確
か
に
建
築
コ

ス
ト
の
上
昇
に
な
り
ま
す
。
オ

ー
ナ
ー
に
と
っ
て
初
期
投
資
額

増
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
需
要

を
取
り
込
め
さ
え
す
れ
ば
収
益

の
安
定
化
が
具
体
化
し
ま
す

し
、
何
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
資
本
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
地
球
温

暖
化
対
策
に
真
っ
向
か
ら
異
を

唱
え
て
い
る
と
は
い
え
、
中
長

期
的
に
脱
炭
素
の
世
界
的
な
流

れ
が
後
退
す
る
と
は
考
え
に
く

く
、
日
本
の
住
宅
市
場
で
は
省

エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
環
境
配
慮
型
賃
貸

住
宅
は
、
環
境
意
識
が
高
く
光

熱
費
コ
ス
ト
を
抑
制
し
た
い
需

要
層
に
そ
の
存
在
価
値
を
訴
求

で
き
る
だ
け
に
、
収
益
性
と
社

会
的
価
値
の
両
立
を
図
る
一
手

と
し
て
、
可
能
性
が
今
後
ま
す

ま
す
高
ま
り
そ
う
で
す
。

　

賀
茂
川
を
は
さ
み
上
賀
茂
神
社
対
岸
の
住
宅
地
、
京
都
市
北
区

西
賀
茂
鹿
ノ
下
町
に
立
地
す
る
賃
貸
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス

（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）「
Ｑ
Ｂ
Ｔ
３
」
で
す
。
環
境
負
荷
の
低
減
と
快
適
な

住
環
境
の
両
立
を
実
現
し
た
次
世
代
型
の
高
品
質
賃
貸
住
宅
と
し

て
注
目
を
集
め
、
２
０
２
３
年
の
竣
工
以
来
、
日
管
協
京
都
府
支

部
な
ど
多
く
の
市
場
関
係
者
ら
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
対
象
と
し
て
視

察
に
訪
れ
て
き
ま
し
た
。

日管協近畿・各支部等スケジュール
８・１ 令和７年度賃貸不動産経営管理

士試験申し込み開始（～９・25）
21 第４回定例会グループディスカッ

ション（大阪）
上級相続支援コンサルタント講習
開始

９・１ ｢日管きんき｣発行
相続支援コンサルタント講習開始

８ 日管協賃貸管理リーシング推進事
業者協議会総会（東京）

９ 定例会・研修会（京都）
24 親睦ゴルフ大会
26 近畿Ｂ幹事会（ハイブリッド）

10・18 住環境向上セミナー（奈良）
25 住環境向上セミナー（京都）

第4回幹事会・住環境向上セミナー
（兵庫）
住環境向上セミナー（和歌山）

26 住環境向上セミナー（滋賀）
11・５ ソフトボール大会

11 日管協フォーラム（本部）
16 令和７年度賃貸不動産経営管理士試験
20 相続支援コンサルタント認定試験
26 住環境向上セミナー（大阪、賃貸

住宅フェアに出展～27）
12・４ 支部ゴルフ大会（大阪）

９ 近畿Ｂ幹事会（ハイブリッド）
12 第5回幹事会（兵庫）

１・１ ｢日管きんき｣発行
20 第6回幹事会・研修会・賀詞交歓会

（兵庫）
23 近畿Ｂ幹事会（京都）

※�京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」。

※●は未定を含む。

竣
工
後
た
ち
ま
ち
満
室
に

イ
ン
フ
ラ
に
も
な
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ

脱
炭
素
・
光
熱
費
の
削
減
は「
社
会
要
請
」

潮流にのる
誌上ベンチマーク

＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝

環境配慮の徹底

省エネ基準対応の義務化を先取りした｢ＱＢＴ３｣
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：osaka-bo@jpm.jp

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8492 京都市下京区月鉾町 62 番地
住友生命京都ビル 8 階（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp https://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

　セミナーやフェアが
各地で多発。この機を
活 か し て 知 り た い 対
象、勉強したい科目を
事前にチェック。支部
のイベント「ベンチマ
ーク」は有効です。今、
不動産業界の注目は、
〝カスハラ〟一色。日
管協本部も対策・実行に乗り出しました。社員を
守るための対策や方法が論じられています。従
来、カスハラは不動産業界で多発してきました。
ようやくここに至り、行政も不動産団体も本格取
り組みを実施。防止条例の施行やガイドラインの
作成に乗り出しました。従来、各社独自で対応し
てきたものが条例の作成などできちんと向き合え

るようになり、事業主毎に勉強が進んでいます。
　このほど、京都府支部主催で「カスハラから社
員を守る実践と対策を」としてプリンシプル住ま
い総研の上野典行氏の講演が行われ、テーマへの
関心の深さから会場は超満員になりました。勉強
の効果に期待です。

各支部　演出力で競う 
注目！新企画のオーナーセミナー
　近畿ブロック各支部
が催す「オーナーセミ
ナー」は 9 月から 11 月
にかけて各地で一斉に
行われます。最近は支
部の個性が活かされ演
出力もあって必見のイ
ベ ン ト に な っ て い ま
す。地域の特性が重視
され、講演者選びにも反映。近畿の各支部では一
般ユーザーと接する絶好の場として企画力発揮の
機会です。
　このイベントは入会促進へつながるものとして
各支部は内容の充実を目指しています。
（開催日程は１、6 面参照）。

編集後記編集後記  ��
　異常な今夏の猛暑ぶり。熱中症アラートが連日
続く中、７月 30日に兵庫県丹波市で国内観測史上
最高気温の 41.2 度に。かと思えば８月５日に群馬
県伊勢崎市で 41.8 度。あっさり記録更新。｢地球
沸騰｣ が大袈裟でないこと実感です。▼セミ時雨
とともに明ける梅雨もひと月早く、セミの声もな
し。生態系の異常が身近に出た？　温暖化が進め
ばミツバチが絶滅し、ミツバチ絶滅は人類絶滅を
もたらすという研究が脳裏をかすめる。セミが出
て来ないのは前触れか…。と思っていたら祇園祭
が終わるころにセミのひと鳴きが。例年通りの時
期にシャワシャワ蝉時雨。なんだか安堵しました。

●秋は知る見るの好機
●カスハラ対策に注目

情報収集のチャンス

お知らせ

⃝設立３０周年、社会への責任共有
⃝地域リーダーの献身的努力も
　「日管協」の知名度
はここ数年、格段に上
昇。本部はじめ地域リ
ーダーの献身的な努力
が見られます。社会へ
広く主張していく若い
組織ならではの行動力です。若いとはい
え、ここにきて少し歴史も歩みました。今
後はさらに他の組織からも行動が注目され
ます。各地のオーナーセミナーをはじめし
っかり業界に根付いた犬のマークが好評の

本部主催「日管協フォーラム」は今回も期待です。
先端の話を有名講師から聞ける機会で全国から参
加者が集まります。ネットからも配信されますが、
やはり講師の顔を見て、名刺も交換し、フェイス対
フェイスはなんといっても魅力です。
　この秋、全国で行われる日管協の「オーナーセミ
ナー」。近畿ブロック内でもそれぞれの工夫が見られ
るこのイベントは注目です。さて、このほど日管協
塩見会長が発表したコンセプトワード「快適な暮ら
し心地をつくる」。日管協各社が目指す目的です。

住環境の劣化と大型団地の住民 住環境の劣化と大型団地の住民 
元気な街再生へ何か工夫は元気な街再生へ何か工夫は
　75 歳から100 歳─。今、後期高齢者とし
てこの人たちが長寿社会を牽引しています。
その層が多く暮らす大型団地。住人の生活
行動で店舗の閉鎖などが起きています。こ
れは居住環境の変化がもたらすもので自然
な成り行きでしょう。特に購買力の低下で
す。でも、なんか寂しい風景・状況です。薬
局、眼鏡店、医院などは変わらず営業して
いるが、有名菓子店などは閉鎖。「地域で買
い物をする機会が減った」と住民の声。唯
一人で賑わう喫茶店も老人の長居などで雰

囲気は悪化の一方。一連の出来
事はやはり居住者の老齢化で、
それらが営業施設の購買力低下
へつながります。
　団地内の商業施設は購入層の
減少で現状維持がやっと。「よく
やってますね」などの声も交わ
されています。閉鎖後の店舗に後から入居しそうな
気配もなく寂し気な風景の連続に。再び活性の気
配は起きるのか。少子化の社会で共倒れになるの
か。ここで住環境の劣化、行末を考えてしまいます。
超少子化は日本中の元気な界隈復帰は望めないの
か─。と想いを馳せる日々。地域創生、復活の声
は確かにあるのですが─。

老
齢
者
が
主
役　

街
の
風
景

少子化の中で街は
変化していく

「
日
管
協
」さ
ら
に
知
名
度
上
昇

会場は満員
セミナー会場（京都）

支部会員の集まり
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 20240725 仮配置
        0805 調整 

BRANCH:
レンタックス

DESIGNED BY
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 Nishikawa Nobuhide

関⻄⽀部

総括契約
（家財保険）少額短期保険

賃貸住宅
修繕共済

•入居者への価値提供
•新事業・新商品の開発
•会員企業の発展
•地域社会の貢献

•家財保険
•修理費用保険
•借家人賠償責任保険
•個人賠償責任保険

•保険契約者～管理会社
•被保険者～入居者

•掛金～全額経費計上可能
•国土交通大臣認可取得

安⼼保険プラス
Ⅲスーパー

入居者・オーナー様・不動産仲介・管理
会社様に推進する有益な各種サービス

会員企業数2,000社
総店舗数3,500店舗

不動産管理会社が保険
契約者となる契約方式
の家財保険

賃貸住宅の大規模修繕
工事費用の積立制度

全管協れいわ損
害保険株式会社

全国賃貸住宅
修繕住宅共済
協同組合　

全管協少額短期
保険株式会社

お問い合わせは

z e n k a n _ k a n s a i @ r e n t a x . c o . j p

枠 W 2 4 5  H 8 7 ↓ 塗り足し

全管協 01 02 03
全国賃貸管理ビジネス協会
＋関連協力企業・団体


